
【日 時】 200 9年7月9日（木）13:30 ～17:00 （13: 00 開場・受付開始）

【場 所】 小田急サザンタワーマイクロソフト新宿オフィス5階セミナールーム

【主 催】 ユニアデックス株式会社

【協 賛】 EMCジャパン株式会社、マイクロソフト株式会社

【定 員】 75名（定員になり次第締めきらせていただきます）

【対 象】 クライアントPC環境の運用改善をご検討中のお客様、

システム運用業務の負荷軽減をご検討中のお客様

【参加費】 無料（事前登録制）

ユニアデックス株式会社セミナー事務局

TEL ： 03-5546 -5080

E-MAIL ： new_windows2008@ml.uniadex.co.jp

ご案内ホームページ
http://www.uniadex.co.jp/event/20090709.html

※尚、お申込み確認後にE-MAILにて「お申込確認書」を送付致します。ּף

ףּ

東京都渋谷区代々木 2-2-1 小田急サザンタワー

• JR / 都営線 / 各東京メトロ新宿駅より徒歩 1～3 分

• 東京メトロ小田急線南新宿駅より徒歩2 分

• 東京メトロ丸ノ内線新宿三丁目駅より徒歩 9 分
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現在、各種統制への対応・仮想化技術への対応などにより、情報システムの複雑化が進行する一方で、企業は
クライアント端末の管理やシステム運用業務の運用コストの徹底的な削減を行い、運用プロセスの効率化と改
善に取り組むことが求められています。
ユニアデックスはこれまでITIL に基づいたシステム運用業務のアセスメント（見える化）にはじまるコンサル
ティングから各種IT運用プロセスにおける効率化・自動化支援製品・サービスの提供を通じて、お客様の運用
プロセスの改善、効率化に貢献して参りました。
本セミナーではこれまでの豊富な経験・実績をもとに、効率的なサーバー、ネットーワーク、クライアントの
管理とシステム運用業務における運用コストの削減ソリューションについてご紹介させて頂きます。
ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご来場賜りますようお願い申し上げます。
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※講演の内容、スピーカー、スケジュール等が変更になる場合がございます。予めご了承ください。
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PC 

ICT ITIL ṡADMi -21 G7Ṣ

本セッションでは、System Center 製品を効率的に活用することで実現されるクライアント PC環境の運用管理にかかる
管理効率の改善とコスト削減術についてご紹介致します。
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マイクロソフト株式会社
システムテクノロジー統括本部インフラストラクチャー本部
シニアテクノロジースペシャリスト 青木 祐二
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ユニアデックス株式会社
SWサービス統括部営業統括部
統括部長 野口 健治
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ユニアデックス株式会社
LCMビジネス推進センター長 森下 清高

本セッションでは、既存の Windows XP 、Windows Vista の PC資産に加え Windows ７の登場により、今後ますます煩
雑になるクライアント PCにおける管理・運用・更改を容易にする LCM サービスについてご紹介いたします。
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本セッションでは、特許技術であるRCA による運用監視の自動化・可視化を実現する「EMC Smarts 」と、マイクロソフ
ト社が提供する「System Center Operations Manager 」との連携による強力なソリューションが、ますます大規模・複
雑になるお客様システムの運用負荷軽減とコスト削減をどのように実現するかについてご紹介します。

EMCジャパン株式会社 グローバル・サービス統括本部
テクノロジー・ソリューションズ本部
パートナー・ソリューションズ部
Smarts SEマネージャー 毛利 洋一郎

ユニアデックス株式会社
マネジメントビジネス統括部
マネジメントビジネス推進グループ 木内 亮

本セッションでは、これまで多くの導入実績を持ち、ITIL に基づいた運用管理を実現する新しくなった「 ADMi-21 G7」
のご紹介と ADMi-21 を活用し管理業務の標準化を進めることで、どのように ICT 資産への効率的な投資、管理コストの
削減、ITIL への対応を効率的に行えるかについて事例を交えてご紹介致します。


